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――被爆地と二人のキューバ革命家――
ヒロシマのグウエーラ

Ⅰ　「記憶の場」被爆地でのゲバラ――1959 年 7月 25 日
　　　１．記者室／　２．「グウエーラ」
　　　３．原爆慰霊碑に敬礼／　４．原爆資料館
　　　５．県庁知事室／　６．「アデュー」
　　　７．「原爆慰霊碑へ花束　キューバ使節団長と駐日大使」
Ⅱ　執拗低音（抗米）、そして高音（反核）の記録
　　　１．親善使節団の出発／　２．東京から広島へ
　　　３．『原爆の悲劇から立ち直った日本』
Ⅲ　カストロの日本訪問
　　　１．カストロの外遊／　２．1995 年の日本訪問
　　　３．2003 年、再び日本へ／　４．念願の広島訪問
　　　５．その後のフィデル・カストロと核問題
Ⅳ　ゲバラが撮った原爆慰霊碑の写真
Ⅴ　キューバと核をめぐる近況
参考資料１　キューバ核問題関連年表
参考資料２　原水爆禁止世界大会におけるキューバ代表の発言集

広島で唯一ゲバラを取材した新聞記者の実録、その後のカストロ
訪問。キューバを含む国際・外交問題、世界と核問題を考えると
ともに二人の革命家がみた被爆地広島の歴史的意義をみつめる。

「君たち日本人はこんなに残虐な目に遭わされて
腹が立たないのか」―エルネスト・チェ・ゲバラ

（はやし　たつお）
1933 年　広島県生れ
1956 年　中国新聞社入社
1996 年　安田女子短期大学教授
2012 年　死去
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